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野
山
は
化
石
や
鉱
物
・
岩
石
の
宝
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
化

石
は
、
太
古
の
生
き
物
の
営
み
を
私
た
ち
に
伝
え
、
鉱
物
・

岩
石
は
壮
大
な
地
球
の
火か
せ
い成
活
動
を
語
り
か
け
て
き
ま
す
。

化
石
は
か
つ
て
生
き
て
い
た
も
の
を
直
感
さ
せ
温
か
さ
を
感

じ
さ
せ
ま
す
。
一
方
、
鉱
物
・
岩
石
は
無
機
質
で
冷
た
い
印

象
を
与
え
ま
す
が
、
神
秘
的
な
造
形
美
が
心
を
奪
い
ま
す
。

　

福
島
県
立
博
物
館
友
の
会
の
会
員
有
志
で
組
織
す
る
「
化

石
・
鉱
物
探
検
隊
」
は
平
成
二
一
年
に
結
成
一
〇
周
年
を
迎

え
ま
す
。
福
島
県
内
を
メ
イ
ン
採
集
地
と
し
て
化
石
・
鉱
物

の
採
集
活
動
は
も
と
よ
り
、
調
査
研
究
活
動
も
行
っ
て
き
ま

し
た
。
今
回
、
こ
れ
ま
で
の
採
集
標
本
や
研
究
資
料
を
展
示

し
、
化
石
・
鉱
物
の
魅
力
を
多
く
の
方
々
に
味
わ
っ
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
活
動
の
様
子
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に

こ
の
展
覧
会
を
催
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

マ
ス
コ
ッ
ト
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
三
人
が
登
場
し
ま
す
。

イ
ノ
セ
ラ
ム
ス
、
ク
リ
ス
タ
ル
、
そ
し
て
、
ミ
ネ
ラ
ル
で

す
。
こ
の
三
人
が
随
所
に
登
場
し
て
展
示
資
料
を
ご
案
内
し

ま
す
。

　

展
示
は
、
例
会
コ
ー
ナ
ー
、
コ
レ
ク
タ
ー
・
コ
ー
ナ
ー
、

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ー
ナ
ー
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
研
究
資

料
コ
ー
ナ
ー
、
化
石
・
鉱
物
探
検
隊
一
〇
年
の
あ
ゆ
み
コ
ー

ナ
ー
な
ど
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。

　

探
検
隊
員
が
例
会
で
採
集
し
た
標
本
を
産
出
地
や
産
出
鉱

紫水晶産状 西会津町宝川 2005.5.22

会期 2月7日(土)～4月5日(月)

只見町布沢での調査　2004.7.10

福島県立博物館友の会・福島県立博物館共催展

野山の宝 化石・鉱物展
～化石・鉱物探検隊 10 周年成果展～

化石・鉱物探検隊
現在隊員数 37名。
山に登り、沢に下り、福
島県内各地を化石や鉱物
を求めて探検。随時隊員
募集中。

クリスタル

イノセラムス

ミネラル

会津若松市上三寄での採集　2004.10.16

珪酸塩鉱物の水晶

中生代の二枚貝化石

鉱物の総称・貝化石
なども含む

【キャラクターデザイン 菊田寧々】
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山
ご
と
に
展
示
す
る
ほ
か
、
個
人
活
動
で
採
集
し
た
標
本

を
コ
レ
ク
タ
ー
ご
と
に
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
鉱
物
や
岩

石
の
オ
ブ
ジ
ェ
、
鉱
石
を
加
工
し
た
ペ
ン
ダ
ン
ト
な
ど
も

展
示
し
ま
す
。
紫
外
線
を
照
射
す
る
と
蛍
光
を
発
す
る
鉱

物
を
見
る
こ
と
が
で
る
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
県
内
動
植
物
化
石
産
出
地
マ
ッ
プ
、
会
津
地
方
鉱
山

採
鉱
年
表
、
地
形
と
地
質
の
景
観
集
、
火
砕
流
台
地
「
背

炙
山
」
の
研
究
な
ど
個
人
研
究
資
料
を
展
示
す
る
ほ
か
、

写
真
パ
ネ
ル
で
一
〇
年
間
の
活
動
の
足
跡
を
振
り
返
り
ま

す
。

　

総
数
一
〇
〇
〇
点
余
り
の
採
集
標
本
と
解
説
資
料
を
展

示
し
て
、ご
来
場
の
皆
さ
ん
を
魅
惑
的
な
化
石
・
鉱
物
ワ
ー

ル
ド
に
誘
い
ま
す
。

（
自
然
担
当 

小
澤
義
春
）

関連行事

展示解説会
　2月 08日（日） 13:30 ～ 14:30　探検隊員
　3月 29日（日） 13:30 ～ 14:30　探検隊員
　4月 05日（日） 13:30 ～ 14:30　探検隊員

化石・鉱物標本プレゼント
展示解説会が行われる3日間に限り、解説会終了後
とっておきの化石や鉱物を来場者にプレゼントしま
す。数量限定。

■
観
覧
料　

一
般
・
大
学
生
二
六
〇
（
二
一
〇
）
円　

小
中
学
生
・
高
校
生
は
無
料　
（　
　
　

）
内
は
二
〇
名
以
上
の
団
体
料
金
で
す
。

1 2 3

4 5 6

7 8 9

10

１　アオザメの歯　宮城県大和町　個人蔵
２　カネハラカガミ　塙町西河内　個人蔵
３　ムカシチサラガイ　喜多方市山都町　個人蔵
４　ヒラウネホタテ　昭和村下中津川　個人蔵
５　オパール（ノーブルオパール）　西会津町屋敷　個人蔵
６　オパール（蛋白石）　西会津町屋敷　個人蔵
７　水晶（日本式双晶）　岩手県陸前高田市　個人蔵
８　黄鉄鉱　只見町黒沢鉱山　個人蔵
９　蛍石　南会津町舘岩　個人蔵
10　針水晶　南会津町舘岩　個人蔵
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秋
の
企
画
展

「
遠
藤
香
村
―
会
津
に
生
き
た
会
津
の
画
人
―
」

◎
記
念
公
演 

平
成
二
〇
年
一
一
月
一
六
日
（
日
）

「
香
村
が
見
た 

聞
い
た 

江
戸
時
代
の
怪
事
件
」

出
演 

 

詩
人 

和
合
亮
一
さ
ん

 

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー 

浜
中
順
子
さ
ん

 

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー 

若
槻
麻
美
さ
ん

 

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー 

和
合
敦
子
さ
ん

 

福
島
県
教
育
庁
社
会
教
育
主
事 

天
野
和
彦
さ
ん

　

遠
藤
香
村
は
制
作
の
か
た
わ
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
の
見

聞
を
書
き
留
め
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
ま
と
め
た
の
が
『
石
田

拾
穂
』
で
す
。
遠
藤
香
村
展
記
念
公
演
「
香
村
が
見
た
聞
い
た

江
戸
時
代
の
怪
事
件
」
で
は
、
同
書
か
ら
選
ん
だ
四
話
を
出
演

者
の
み
な
さ
ん
の
朗
読
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
紹
介
し
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
結
び
に
披
露
さ
れ
た
和
合
亮
一
さ
ん
の
詩
か
ら
当

日
の
熱
気
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

 

（
美
術
担
当　

川
延
安
直
）

香
村
に
捧
ぐ
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Q:
二
〇
〇
八
年
に
お
け
る
日
本
人
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者

は
、
小
林
誠
氏
、
益
川
敏
英
氏
、
南
部
洋
一
郎
氏
の
三
氏
が

物
理
学
賞
を
受
賞
し
、
下
村
脩
氏
が
化
学
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
こ
れ
で
歴
代
の
日
本
人
受
賞
者
は
一
六
名
に
な
り
ま
し

た
。
と
こ
ろ
で
、
あ
る
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
が
、「
子
ど
も

時
代
に
、
福
島
県
ゆ
か
り
の
石
井
研
堂
の
理
科
読
み
物
が
愛

読
書
だ
っ
た
」
と
随
筆
に
書
い
て
い
る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ど
う
い
う
本
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

A:

石
井
研
堂
と

ノ
ー
ベ
ル
賞

佐
藤
洋
一

 

    

歴史・美術テーマ展示

「石井研堂の足跡を訪ねて」
3月14日（土）～5月10日（日）

研堂の編集した雑誌、著書や原稿、
収集資料などとあわせて、理科読
み物も展示します。 

「理科十二ヶ月」
石井研堂著
（個人蔵） 
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ア
イ
ヌ
の
民
具
と
く
ら
し

佐
々
木
長
生　
民
俗
担
当

チエプケリ（鮭皮靴）渡部つとむコレクション

アットゥシアミブ（オヒョウの皮）渡部つとむコレクション

歴史・美術テーマ展示

「アイヌの民具とくらし」
「渡部つとむコレクション」のアイヌ
資料の選りすぐりをご紹介します。 

1月24日（土）～3月1日（日）　
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館
長
サ
タ
デ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

自
然
と
の
共
生―
博
物
館
に
求
め
ら
れ
る
も
の

常
設
特
集
展
示

　

直
江
兼
続
と
ふ
く
し
ま
（
仮
称
）

春
の
展
示　

予
告

■
春
の
常
設
特
集
展
示
は
、平
成
二
一
年
四
月
二
五
日（
土
）〜
五
月
三
一
日（
日
）ま
で

「シーラカンスは語る」　
1月17日（土）　午後1時 30 分～3 時
ゲスト：アクアマリンふくしま館長 安部義孝さん

「只見 ブナの森を愛す」　
2月 21日（土）  午後1時 30 分～3 時
ゲスト：只見の自然に学ぶ会代表 新国勇さん

「磐梯山をジオパークに」

3月21日（土）　午後1時30 分～4時
基調講演：「ジオパーク先進地　有珠」
　　　　　北海道大学名誉教授 宇井忠英さん
パネルディスカッション：
パネラー：磐梯山噴火記念館副館長 佐藤公さん　　
               野口英世記念館学芸課長 小桧山六郎さん 
               学芸員 竹谷陽二郎
コーディネーター：館長 赤坂憲雄
主催：「磐梯山をジオパークにする」実行委員会・福島県立博物館
後援：ふくしまサイエンスぷらっとホーム

裏磐梯爆裂火口

海
と
の
共
生

シ
ー
ラ
カ
ン
ス
の
調
査
を
精
力

的
に
進
め
て
い
る
ア
ク
ア
マ
リ

ン
ふ
く
し
ま
の
安
部
館
長
に
、

調
査
を
始
め
た
経
緯
、
調
査
を

通
し
て
得
ら
れ
た
成
果
、
博
物

館
活
動
へ
の
波
及
効
果
な
ど
に

つ
い
て
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
最
近
ア
ク
ア
マ
リ
ン
ふ

く
し
ま
が
行
っ
て
い
る
さ
ま
ざ

ま
な
新
し
い
試
み
に
つ
い
て
、

活
動
の
状
況
や
効
果
を
紹
介
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

1月

森
と
の
共
生

只
見
の
自
然
に
学
ぶ
会
代
表
で
、

只
見
の
ブ
ナ
林
を
世
界
遺
産
に

す
る
運
動
を
展
開
し
て
い
る
新

国
勇
さ
ん
に
、
南
会
津
地
域
の

ブ
ナ
林
の
特
徴
、
規
模
、
重
要

性
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
ブ
ナ
林
を
守
り
活
用
す

る
試
み
を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま

す
。2月

山
と
の
共
生

ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
、
地
域
の
地
形
や
地
質
を
見
所
と
す
る
自
然

の
中
の
公
園
。
貴
重
で
美
し
い
自
然
遺
産
を
保
全
す
る
だ
け
で

な
く
、
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
通
し
て
自
然
の
お
も
し
ろ
さ
、
奥

深
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
ま
た
、
地
域
の
観
光
資
源
と
し
て
活

用
し
て
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
も
の
で
す
。
ジ
オ
パ
ー
ク
に

す
る
た
め
に
は
地
元
の
住
民
、
市
町
村
、
博
物
館
な
ど
の
連
携

が
必
要
で
す
。
み
ん
な
で
「
磐
梯
山
を
ジ
オ
パ
ー
ク
に
す
る
」

こ
と
を
考
え
る
た
め
の
第
一
歩
と
し
て
、
基
調
講
演
と
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

3月

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
実
際
に
自
然
科
学
系
の
博
物
館
で
研
究
や
運
営

に
携
わ
っ
て
い
る
人
々
、
地
域
の
自
然
を
調
査
し
て
い
る
人
々
な
ど
を
博

物
館
に
迎
え
、
そ
の
活
動
や
考
え
を
話
し
て
い
た
だ
き
、
館
長
と
の
対
談

を
通
し
て
、
自
然
と
共
生
す
る
方
法
、
そ
の
た
め
に
求
め
ら
れ
る
博
物
館

の
役
割
な
ど
を
考
え
る
た
め
に
計
画
さ
れ
ま
し
た
。
全
５
回
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
う
ち
第
３
〜
５
回
を
１
〜
３
月
に
開
催
し
ま
す
。

会場：講堂
入場無料

「直江兼続像」

只見のブナ林

シーラカンス
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常
設
展
示
室「
歴
史
・
美
術
」テ
ー
マ
展
示

「
寄
贈
記
念 
近
世
商
家
の
文
化
〜

大
和
弥
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

「
ア
イ
ヌ
の
民
具
と
く
ら
し
展
」

「
石
井
研
堂
の
足
跡
を
訪
ね
て
」

　
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
イ
ベ
ン
ト

館
長
サ
タ
デ
ー･

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

自
然
と
の
共
生―

博
物
館
に
求
め
ら
れ
る
も
の

第
３
回「
シ
ー
ラ
カ
ン
ス
は
語
る
」

第
４
回「
只
見　

ブ
ナ
の
森
を
愛
す
」

第
５
回「
磐
梯
山
を
ジ
オ
パ
ー
ク
に
」

基
調
講
演「
ジ
オ
パ
ー
ク
先
進
地　

有
珠
」

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
　
　
「
磐
梯
山
を
ジ
オ
パ
ー
ク
に
」

　
木
曜
の
広
場 　
　
　
　
　

場
所 

講
堂 

入
場
無
料

会
津
学
講
座

第
一
〇
回
「
会
津
の
市
と
市
神
祭
り
」

第
一
一
回「
馬
を
め
ぐ
る
民
俗―

猿
索
を
中
心
に―

」

第
一
二
回「
民
具
が
語
る
暮
ら
し

―

只
見
の
民
具
と
生
活―

」

　
講
演
・
講
座　
　
　
　
　
　
　
　

※
は
要
申
込

「
野
山
の
宝　

化
石
鉱
物
展

〜
化
石
・
鉱
物
探
検
隊
10
周
年
成
果
展
〜
」

　
「
１
０
０
年
前
の
実
験
に
挑
戦

　
　
　

―

石
井
研
堂
の
理
科
読
物
に
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

科
学
・
技
術
・
社
会
」

資
料
が
語
る
人
物
史
３「
馬
嶋
瑞
園
と
松
平
容
保
」

資
料
が
語
る
人
物
史
４「
石
井
研
堂
と
幸
田
露
伴
」

　
体
験
講
座　
　
　
　
　
　
　
　

 

※
は
要
申
込

※「
お
も
ち
ゃ
を
つ
く
ろ
う　

風
ぐ
る
ま
を
作
ろ
う
」

　
は
く
ぶ
つ
か
ん
で
遊
ぼ
ぉ
！  

場
所 

体
験
学
習
室

「
鬼
の
面
を
つ
く
ろ
う
」

　
や
さ
し
い
展
示
解
説

一
月
〜
三
月
の
休
館
日

　

年
始

　

一
月

　

二
月

　

三
月


